
��������	
�������� ��

と
し
て
県
内
に
１
年
以
上
住
ん
で

い
る
▼
離
職
時
の
事
業
所
に
１
年

以
上
勤
務
し
て
い
た
▼
雇
用
保
険

受
給
資
格
者
証
の
交
付
を
受
け
て

い
る
―
人�
�
�
�
�
�
�
融
資

限
度
額　

万
円
▼
年
２
・
５�
（
保

５０

証
料
を
含
む
）▼
返
済
期
間
５
年

以
内（
１
年
以
内
の
据
え
置
き
可

能
）▼
元
利
均
等
月
賦
返
済
▼
原

則
、１
人
以
上
の
連
帯
保
証
人
必

要
―
な
ど

�
�
��
�
�
�
�
東
北
労
働
金

庫
一
関
支
店�
�
４
５
４
０
、同

千
厩
支
店�
�
２
２
８
３

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　
�
の
貸
し
付
け
を
受
け
た
人
に
、

利
子
補
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
市
内
に
居
住
す
る
、�

の
貸
し
付
け
を
受
け
た
人�
�
�

�
�
�
��
�
�
貸
付
利
率
と
同

率（
信
用
保
証
料
を
含
む
）・
資
金

の
貸
付
期
間�
�
�
�
�
�
�
毎

年
１
月
１
日
か
ら　

月　

日
ま
で

１２

３１

に
支
払
っ
た
利
息
お
よ
び
信
用
保

証
料
の
合
計
額

�
�
��
�
�
�
�
本
庁
労
働
政

策
室�
�
８
４
６
０

�
　

急
激
な
原
油
・
原
材
料
価
格
や

仕
入
れ
価
格
高
騰
の
た
め
、十
分

な
価
格
転
嫁
を
行
う
こ
と
が
難
し

い
中
小
企
業
者
の
資
金
繰
り
を
支

援
す
る
た
め
、従
来
の
セ
ー
フ
テ

ィ
ー
ネ
ッ
ト
対
策
制
度
に
新
た
な

保
証
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	
�

�

�
�
�
�
�
��
�
�
	
�
毎
週

�
〜�
　

時
〜　

時�
�
�
�
�

１０

１６

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
��
�
�
��
毎
週�
・�
・�
　
１６

時
〜
、毎
週�
　

時
〜�
�
�
�

１７

信
用
生
協
一
関
相
談
セ
ン
タ
ー

�
�
�
�
��
��
	

�
�
岩
手

県
消
費
者
信
用
生
活
協
同
組
合
一

関
相
談
セ
ン
タ
ー�
�
６
０
３
１

�
�
�
�
２
月
４
日�
　

時
〜　

１３

１５

時�
�
�
�
一
関
地
区
合
同
庁
舎

�
�
�
�
交
通
事
故
で
生
じ
た
賠

償
問
題
な
ど

�
�
�
���
�
�
	


�
�
県

南
広
域
振
興
局
一
関
総
合
支
局
地

域
支
援
部�
�
１
４
１
１

　

企
業
の
倒
産
、リ
ス
ト
ラ
な
ど
、

事
業
主
の
都
合
で
離
職
し
た
人
の

生
活
資
金
を
貸
し
付
け
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
▼
離
職
後
１
年
以
内
で
、

求
職
活
動
を
行
っ
て
い
る
▼
原
則

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
、

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
保
証
制
度

の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

�
�
�
�
国
の
指
定
す
る
業
種
に

属
す
る
事
業
を
営
ん
で
い
る
中
小

企
業
者
の
う
ち
、▼
最
近
３
カ
月

間
の
平
均
売
上
高
等
が
前
年
同
期

比
マ
イ
ナ
ス
３�
以
上
で
あ
る
こ

と
▼
製
品
等
原
価
の
う
ち　
�
以

２０

上
を
占
め
る
原
油
な
ど
の
仕
入
価

格
が　
�
以
上
上
昇
し
て
い
る
に

２０

も
か
か
わ
ら
ず
、製
品
価
格
に
転

嫁
で
き
て
い
な
い
こ
と
▼
最
近
３

カ
月
間
の
平
均
売
上
総
利
益
率
ま

た
は
平
均
営
業
利
益
率
が
前
年
同

期
比
マ
イ
ナ
ス
３�
以
上
で
あ
る

こ
と
―
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

場
合
※
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
保

証
制
度
の
適
用
を
受
け
る
と
、一

般
保
証
と
は
別
枠
で
、無
担
保
で

８
０
０
０
万
円
、普
通
保
証
で
２

億
円
ま
で
信
用
保
証
協
会
の
保
証

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

�
�
��
�
�
�
�
本
庁
商
業
観

光
課
、各
支
所
産
業
経
済
課
ま
た

は
市
内
各
金
融
機
関
、岩
手
県
信

用
保
証
協
会
一
関
支
所

　

市
有
地
を
次
の
と
お
り
一
般
競

争
入
札
に
よ
り
売
却
し
ま
す
。

�
�
�
�
��
�
�
�
萩
荘
字
駒

下
１
番　
【
面
積
】５
９
９
・　

平

１７

４７

方�
【
最
低
売
却
価
格
】１
７
３
０

万
円�
萩
荘
字
駒
下
１
番　
【
面
２１

積
】４
３
４
・　

平
方�
【
最
低
売

００

却
価
格
】１
３
５
０
万
円
※
最
低

売
却
価
格
以
上
で
一
番
高
い
価
格

で
入
札
し
た
人
を
落
札
者
と
し
ま

す
。��
�
�
�
�
�
２
月　

日
１７

�
　

時
〜�
同　

時
※
い
ず
れ
も

１０

１１

　

分
前
か
ら
受
け
付
け
、　

分
前

３０

１０

に
締
め
切
り�
�
�
�
本
庁
２
階

大
会
議
室�
�
�
�
�
�
�
入
札

に
参
加
し
よ
う
と
す
る
人
は
、入

札
開
始
ま
で
に
入
札
金
額
の
１
０

０
分
の
３
以
上
の
額（
現
金
ま
た

は
市
が
確
実
と
認
め
る
有
価
証

券
）を
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。��

��
�
現
地
説
明
会
は
行
い
ま
せ

ん
。詳
し
く
は
２
月　

日�
ま
で
に

１６

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
�
��
�
�
�
�
本
庁
財
政
課

管
財
係

�
�
�
�
�
�
�
�
▼
大
人
５
０

０
円
▼
小
人
２
５
０
円
※
２
月　
２８

日�
ま
で
。広
報
本
号
持
参
の
人

は
、ベ
ゴ
ニ
ア
館
内
の
喫
茶
コ
ー

ナ
ー
に
て
コ
ー
ヒ
ー
、ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
を
１
０
０
円
引
き
で
提
供

し
ま
す
。��
�
�
�
�
　

時
〜

１０

　

時�
�
�
�
�
毎
週
水
曜
日

１６
�
�
��
�
�
�
�
同
公
園�
�

４
０
６
６

　

昭
和　

年
１
月　

日
、法
隆
寺

２４

２６

金
堂
壁
画
が
火
災
で
焼
損
し
た
こ

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�	
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�
�

�
�
�
�
�
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�
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�

�
�
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�

�
�
�
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� � � � � ��

�

��
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����������������

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
��


�

�������������	����

と
を
き
っ
か
け
に
定
め
ら
れ
た

「
文
化
財
防
火
デ
ー
」。こ
の
日
を

中
心
と
し
て
文
化
財
を
火
災
、震

災
そ
の
他
の
災
害
か
ら
保
護
す
る

と
と
も
に
、文
化
財
愛
護
思
想
の

高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

全
国
的
に
文
化
財
防
火
運
動
が
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
も
国
や
市
指
定
の
文
化

財
を
は
じ
め
、後
世
に
残
す
べ
き

文
化
遺
産
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
起
こ
り
や

す
い
こ
の
季
節
、所
有
者
や
管
理

者
は
も
ち
ろ
ん
、周
辺
の
皆
さ
ん

も
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

�
�
��
�
�
�
�
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
文
化
課�
�
６
５
９
５

ま
た
は
消
防
本
部�
�
０
１
１
９

�
�
�
�
��
�
�
地
区
の
保
健

推
進
委
員
な
ど
が
各
家
庭
に
お
届

け
し
ま
す
。��
�
�
�
�
�
�

同
封
の
返
信
用
封
筒
で
投
函
ま
た

は
お
近
く
の
保
健
セ
ン
タ
ー
、保

健
推
進
委
員
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
２
月　

日�
※
検

１０

（
健
）診
の
内
容
に
つ
い
て
は
、申

込
書
に
併
せ
て
配
布
す
る「
成
人

検（
健
）診
の
ご
案
内
」を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

�
�
��
�
�
�
�
各
保
健
セ
ン

タ
ー

　

国
民
年
金
基
金
は
、老
齢
基
礎

年
金
に
プ
ラ
ス
し
て
年
金
を
給
付

す
る
公
的
な
年
金
制
度
で
す
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
を
し
て
い

た
人
は
、厚
生
年
金
な
ど
に
加
入

す
る
こ
と
で
老
齢
基
礎
年
金
に
上

乗
せ
し
て
老
齢
厚
生
年
金
な
ど
を

受
給
で
き
ま
す
が
、自
営
業
者
な

ど
国
民
年
金
だ
け
に
加
入
し
て
い

た
人
は
、老
齢
基
礎
年
金
の
み
受

給
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
基
金
は
、こ
の
よ
う
に

老
齢
基
礎
年
金
の
み
受
給
す
る
人

に
上
乗
せ
し
て
年
金
を
支
給
す
る

仕
組
み
で
す
。加
入
で
き
る
の
は
、

　

歳
以
上　

歳
未
満
の
国
民
年
金

２０

６０

の
第
１
号
被
保
険
者
で
す（
国
民
年

金
保
険
料
の
免
除
を
受
け
て
い
る

人
や
農
業
者
年
金
に
加
入
し
て
い

る
人
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
）。

　

受
け
取
る
年
金
は
す
べ
て
公
的

年
金
の
控
除
対
象
、掛
け
金
は
す
べ

て
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

り
、税
制
上
も
優
遇
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

掛
け
金
は
選
択
す
る
年
金
の
型
、

口
数
お
よ
び
加
入
時
の
年
齢
に
よ

っ
て
決
ま
り
ま
す
。

�
�
��
�
�
�
�
岩
手
県
国
民

年
金
基
金�
０
１
９（
６
５
２
）４

８
１
４
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル�
０
１

２
０�
４
１
９
２
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.npfa.or.jp
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